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丸
山
県
知
事
、
竹
島
資
料
収
集

施
設
を
視
察

　

7
月
28
日
、
丸
山
達
也
島
根
県
知
事

が
竹
島
資
料
収
集
施
設
を
視
察
さ
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
初
期
の
竹
島
で
の
ア
シ
カ
漁
の

様
子
や
、
一
日
で
最
高
３
６
９
㎏
も
の

ア
ワ
ビ
が
採
れ
た
話
な
ど
を
熱
心
に
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
隠
岐
の
人
た
ち
に

と
っ
て
、
竹
島
が
ど
れ
ほ
ど
大
切
な
島

で
あ
っ
た
か
、
分
か
っ
て
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。

領
土
担
当
大
臣
が
島
を
訪
問
、

地
元
と
意
見
交
換

　

8
月
25
日
、
宮
腰
光
寛
領
土
担
当
大

臣
が
来
島
し
、
隠
岐
自
然
館
、
弁
天
島

（
福
浦
地
区
）
、
竹
島
資
料
収
集
施
設

な
ど
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
見
地
区
で
は
、
地
元
住
民
の
方
々

と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
住
民
の
方

か
ら
は
、
「
祖
父
が
竹
島
で
漁
を
し
て

い
た
話
や
、
政
府
と
し
て
の
国
内
外
へ

の
領
土
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
る
取
り

組
み
が
必
要
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

宮
腰
大
臣
か
ら
は
、
「
貴
重
な
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
こ

※
現
在
、
町
は
、
国
に
対
し
て
竹
島
の

啓
発
施
設
を
本
町
に
設
置
す
る
こ
と
を

要
望
し
て
お
り
、
久
見
地
区
の
竹
島
資

料
収
集
施
設
は
、
啓
発
の
た
め
の
資
料

収
集
を
目
的
と
し
て
、
町
が
建
設
し
た

も
の
で
す
。

　
今
年
の
夏
は
、
竹
島
問
題
に
関
す
る

重
要
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
出
来
事
を
「
竹

島
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
特
別
編
と
し
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

の
ま
ま
で
は
竹
島
の
漁
撈
を
語
る
人
が

い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
い
る
。
」
と
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
３
月
ご
ろ
に
東
京
千
代

田
区
霞
が
関
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
す
る
、
「
領
土
・
主
権
展
示
館
」
が
、

従
来
の
７
倍
の
広
さ
に
な
る
こ
と
に
触

れ
、
世
論
喚
起
を
強
化
し
て
い
く
と
い

う
政
府
の
方
針
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

備
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
た
び
、
第
１

弾
と
し
て
、
ア
シ
カ
漁
の
先
駆
者
と
呼

ば
れ
る
石
橋
松
太
郎
氏
を
祖
父
に
持
つ

佐
々
木
恂
さ
ん
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
「
ア
シ
カ
の
脂
を

ロ
ウ
ソ
ク
代
わ
り
に
使
っ
た
」
、
「
ア
シ

カ
の
皮
を
敷
物
と
し
て
使
用
し
て
い
た
」

こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
撮

影
は
、
島
根
大
学
舩
杉
力
修
准
教
授
の

質
問
に
答
え
る
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
10
人
程
度
の
方
々
の
証
言
を

撮
影
す
る
予
定
で
、
証
言
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
形
で
後
世
に
残
し
、

ま
た
若
年
層
や
海
外
に
伝
え
て
世
論
形

成
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

竹
島
の
証
言
を
伝
え
る
動
画

配
信
に
向
け
て

　

現
在
、
外
務
省
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で

あ
る
公
益
財
団
法
人
日
本
国
際
問
題
研

究
所
が
、
竹
島
に
関
す
る
証
言
を
撮
影

し
、
動
画
配
信
サ
イ
ト
「Y

ouT
ube

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）
」
で
公
開
す
る
準

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
総
務
課
竹
島
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　

  

電
話
2-

2
1
1
1

町の担当者の説明に耳を傾ける丸山県知事

弁天島の視察をする宮腰大臣（写真左）

インタビューに答える佐々木恂さん（写真右）

特 別 編
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■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
課
健
康
係

 

電
話
2-

8
5
6
2

　
冬
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
は
じ
め
と
し
た
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
感
染
症
が
流
行
し
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
と
し
て
、

咳
や
く
し
ゃ
み
の
飛
沫
（
し
ぶ
き
）
で
う

つ
る
感
染
症
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
手
洗
い
・
う
が
い
、
十
分
な
栄
養
や

睡
眠
を
と
る
な
ど
の
対
策
に
加
え
、
実

施
し
て
ほ
し
い
の
が
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

で
す
。
感
染
症
を
周
り
の
人
に
う
つ
さ

な
い
心
遣
い
も
大
切
で
す
。

み
ん
な
で
守
ろ
う
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

○
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

　
鼻
か
ら
あ
ご
ま
で
を
覆
い
、
隙
間
が

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
口

や
鼻
を
覆
う
（
近
く
に
な
い
時
に
は
上

着
の
内
側
や
袖
で
覆
う
）

　
何
も
せ
ず
に
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る

と
、
し
ぶ
き
が
２
メ
ー
ト
ル
も
飛
び
、

周
り
の
人
に
病
気
を
う
つ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
手
で
覆
う
と
、
そ
の
手
で

触
っ
た
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
に
ウ
イ
ル
ス
が

付
き
、
そ
れ
を
介
し
て
周
り
の
人
に
病

気
を
う
つ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
手

で
覆
っ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
咳
が
出
る
人
に

は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
し
ょ

う
。

　
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
以
外
に
も
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
る
、
軽

い
運
動
を
す
る
、
十
分
な
睡
眠
を
と
る

な
ど
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と

で
、
身
体
の
抵
抗
力
（
免
疫
力
）
を
高

め
る
こ
と
や
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
も
感
染
症
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
は
受
け

て
い
ま
す
か
？

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

費
用
の
助
成
を
、
国
が
定
め
る
下
記
の

定
期
予
防
接
種
対
象
者
に
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
で
は
75
歳
以
上
の
方

（
今
ま
で
助
成
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

方
）
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
75
歳
以
上
で
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
方
、
ま
た
は
前
回
の
接
種
か

ら
５
年
以
上
経
過
し
て
い
る
方
（
今
ま

で
助
成
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
）
は

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
が
行
っ
て
い
る
75
歳
以
上

の
方
へ
の
助
成
制
度
は
、
今
年
度
（
令
和

２
年
３
月
31
日
）
で
終
了
と
な
り
ま

す
。

☆
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接
医
療

機
関
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

感
染
症
予
防
に
つ
い
て

〜
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
か
〜

咳エチケットの
良い例・悪い例

【高齢者肺炎球菌費用助成対象者】

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

100歳以上

昭和29.4.2～昭和30.4.1生まれ

大正 8.4.1以前に生まれた方

大正8.4.2～大正9.4.1生まれ

大正13.4.2～大正14.4.1生まれ

昭和4.4.2～昭和5.4.1生まれ

昭和9.4.2～昭和10.4.1生まれ

昭和14.4.2～昭和15.4.1生まれ

昭和19.4.2～昭和20.4.1生まれ

昭和24.4.2～昭和25.4.1生まれ
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健
康
づ
く
り
通
信

冬
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
ン
フ
ル
エ

1 納期限

2 督　促

3 催　告

4 調査・捜索

5 財産差押

6 換価・配当

「滞納処分」の流れ

マイナンバーカード
（表面）

縦4.5cm×横3.5cm
最近6ヶ月以内に撮影
正面、無帽、無背景のもの
裏面に氏名、生年月日を記入
白黒の写真でも可

顔
写
真
の
注
意
点

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
課
戸
籍
住
民
係

 

電
話
２-
８
５
６
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
納
税
推
進
係

 

電
話
２-

８
５
７
４

町
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま

しししししし
ょょょょょ
うううううう

町
税
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う

　

町
税
の
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納

付
さ
れ
ず
、
督
促
・
催
告
な
ど
に

も
応
じ
て
い
た
だ
け
な
い
場
合

は
、
法
令
に
従
い
「
滞
納
処
分
」

を
執
行
し
ま
す
。

　
「
滞
納
処
分
」
と
は
、
滞
納
に
な
っ

て
い
る
税
金
を
徴
収
す
る
た
め
に
、
そ

の
人
の
財
産
（
預
貯
金
・
生
命
保
険
・

自
動
車
・
不
動
産
・
給
与
・
年
金
等
）

を
差
押
え
、
取
り
立
て
や
公
売
に
よ
り

滞
納
町
税
に
強
制
的
に
充
当
す
る
一
連

の
手
続
を
い
い
ま
す
。

①
納
期
限

　
納
期
限
を
１
日
で
も
過
ぎ
た
場
合
は

滞
納
と
な
り
ま
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
た

場
合
の
納
付
に
は
、
延
滞
金
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
延
滞
金

は
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
方
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
の
も
の
で
す
。

②
督
促

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
の
に
納
付
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
納
期
限
後
20
日

以
内
に
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
（
督
促

手
数
料
１
０
０
円
が
付
加
さ
れ
ま
す
）
。

督
促
は
滞
納
処
分
の
前
提
行
為
と
な
り

ま
す
の
で
、
直
ち
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

③
電
話
や
文
書
な
ど
に
よ
る
催
告

　
督
促
状
の
送
付
後
も
納
付
が
無
い
場

合
、
電
話
・
文
書
・
訪
問
（
自
宅
・
勤

務
先
）
に
よ
る
催
告
を
行
い
ま
す
。

④
調
査
・
捜
索

　
滞
納
者
を
特
定
す
る
た
め
の
身
辺
調

査
（
勤
務
先
・
所
得
・
家
族
構
成
）

や
、
差
押
え
の
た
め
の
財
産
調
査
（
自

動
車
・
生
命
保
険
・
預
貯
金
や
給
与
な

ど
の
債
権
・
不
動
産
）
、
捜
索
な
ど
を

行
い
ま
す
。

⑤
財
産
差
押

　
財
産
調
査
・
捜
索
を
基
に
差
押
え
が

可
能
な
財
産
を
決
定
し
、
差
押
え
を
行

い
ま
す
。
そ
の
際
、
滞
納
者
本
人
だ
け

で
な
く
、
そ
の
財
産
の
利
害
関
係
者

（
勤
務
先
・
金
融
機
関
・
不
動
産
の
抵

当
権
者
な
ど
）
に
「
差
押
通
知
書
」
を

送
付
し
ま
す
。

⑥
換
価
・
配
当

　
差
押
え
た
財
産
を
、
取
り
立
て
や
公

売
に
よ
り
現
金
化
し
、
滞
納
処
分
費
及

び
滞
納
税
に
充
当
し
ま
す
。

　
税
金
は
、
福
祉
や
教
育
な
ど
公
共
の

事
業
に
使
わ
れ
る
貴
重
な
財
源
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大

切
な
税
金
を
滞
納
す
る
こ
と
は
、
他
の

納
税
者
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
督
促
や
催
告
を
し
て
も
町
税
が
完
納

に
な
ら
な
い
場
合
や
、
納
税
相
談
に
よ

る
分
割
納
付
の
約
束
が
守
ら
れ
な
い
場

合
、
分
割
納
付
中
で
あ
っ
て
も
早
期
に

完
納
の
見
込
み
が
な
い
場
合
に
は
、
町

の
自
主
財
源
の
確
保
と
税
負
担
の
公
平

性
の
確
保
の
た
め
、
各
種
財
産
の
調
査

を
行
い
、
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

執
行
し
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
納
付
が

難
し
く
な
っ
た
場
合
は
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
早
め
に
各
税
目
の
担
当
係
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り

まままままま
せせせせせせせ
んんんんんんん
かかかかかかか

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り

ま
せ
ん
か

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
は
？

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付

き
カ
ー
ド
で
す
。
表
面
に
は
、
顔
写

真
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
・
住

所
・
有
効
期
限
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
証
明
す
る
書

類
や
、
本
人
確
認
の
際
の
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
は
、
健
康
保
険
証
と
し

て
利
用
で
き
た
り
、
子
育
て
情
報
の
ほ

か
、
各
種
申
請
の
案
内
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
手
続
き

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
可
能
と
な

る
予
定
で
す
。

●
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
の
方
法

　
通
知
カ
ー
ド
に
付
属
し
て
い
る
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
顔
写
真
を
貼
付

し
て
、
通
知
カ
ー
ド
送
付
時
に
同
封
さ

れ
て
い
る
封
筒
で
郵
送
す
る
か
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
請
用

W
e
b
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

・
交
付
手
数
料
は
、
初
回
の
み
無
料
で

す
。 

・
紛
失
な
ど
に
よ
る
再
交
付
手
数
料
は

１
，
０
０
０
円
で
す
。
（
電
子
証
明

書
を
発
行
し
な
い
場
合
は
8
0
0

円
） 

・
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
は
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
で
作

成
さ
れ
る
た
め
、
役
場
窓
口
で
の
即

日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。 

・
申
請
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
ま
で
は
、
約
１
ヶ
月
程
度

か
か
り
ま
す
。
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隠岐の島町図書館
電話08512-2-2341 Fax08512-2-9198
●開館時間午前10時～午後6時 ●休館日（月曜日・第3日曜日）
※祝日が月曜と重なった場合は開館し、翌平日は休館

　こちらは、図書館の英語絵
本コーナーです。2020年度か
ら小学校5・6年生で英語が教
科化され、3・4年生では英語
活動が必修となることもあり、年々、英語絵本
に対する要望も貸出も増えています。
　この英語絵本、子どもはもちろんですが、英
語を学習したい大人の方にもオススメです。辞
書を使わず、簡単な絵本などからスタートし、
徐々に読むレベルを上げて英語に親しむ｢多読｣
という学習方法が広まっています。この方法は、
より多くの本を読む必要があるので、まずは、図
書館の英語絵本を活用してみてください。
　また、CD付き絵本もありますので、発音が気
になるという方は、そちらをご利用ください。

　今年最後の図書館イベント「クリスマス会」を
開催します。クリスマスにまつわる絵本の読み聞
かせや歌、工作などをするおはなし会です。サン
タさんも来るかも！？

　日にち：21日（土）
　時　間：午後3時～4時
　場　所：図書館 研修室
　参加費：無料

〇おはなしのへや：毎週土曜日午後３時～３時30分
〇はじめてのえほん:
　　　　　　　毎週日曜日午前10時30分～11時
　　　　　　　15日（日）は休館日のため除く
〇アゴラ：14日（土）午後２時30分～
〇クリスマス会：21日（土）午後3時～4時
【休館日】2日（月）・9日（月）・15日（日）・
 16日（月）・23日（月）・
 28（土）～31日（火）

12月の行事と休館のお知らせ

クリスマス会を開催！

子どもも大人も英語絵本を楽しもう！

昨年のクリスマス会

　
隠
岐
で
は
、
神
社
の
祭
礼
で
神
楽
が

奉
納
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
隠
岐

郡
に
あ
る
神
楽
は
３
つ
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
、
隠
岐
の
島
町
に
は
そ
の
内

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
旧
西
郷
町
と

旧
布
施
村
の
旧
周
吉
郡
の「
周（
す
）吉

（
き
）神
楽（
か
ぐ
ら
）」、
旧
都
万
村
と
旧

五
箇
村
の
旧
穏
地
郡
の「
穏
地（
お
ち
）

神
楽（
か
ぐ
ら
）」と
い
う
2
種
類
で
す
。

　
江
戸
時
代
ま
で
神
楽
は
社
家
（
し
ゃ

け
）
と
呼
ば
れ
る
家
の
人
た
ち
が
、
そ

れ
ぞ
れ
地
域
に
出
か
け
て
行
い
、
代
々

伝
え
て
い
ま
し
た
。
周
吉
神
楽
は
旧
周

吉
郡
の
社
家
が
、
穏
地
神
楽
は
、
旧
穏

地
の
社
家
が
担
っ
て
い
ま
し
た
。
神
楽

の
目
的
に
は
神
社
の
祭
礼
や
遷
宮
の
た

め
だ
け
で
は
な
く
、
雨
乞
い
や
病
気
平

癒
、
漁
祈
願
の
た
め
な
ど
も
あ
り
ま
し

た
。
神
楽
を
す
る
場
所
は
、
各
地
域
の

有
力
者
の
家
な
ど
で
、
部
屋
を
２
間
四

方
の
広
さ
に
区
切
っ
て
行
い
ま
し
た
。

神
社
の
遷
宮
の
た
め
な
ど
大
規
模
な
神

楽
を
行
う
と
き
に
は
、
穏
地
神
楽
と
周

吉
神
楽
の
社
家
が
一
堂
に
集
ま
り
、
協

力
し
て
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
近
代
に
な
る
と
、
神
社
制
度

が
変
わ
り
、
社
家
に
よ
る
神
楽
が
難
し

く
な
り
ま
し
た
。
隠
岐
の
島
町
で
は
、

ま
ず
穏
地
神
楽
の
社
家
が
、
明
治
期
に

久
見
や
代
と
い
っ
た
地
域
に
伝
え
ま
し

た
。
周
吉
神
楽
は
、
昭
和
四
〇
年
代
ま

で
原
田
の
社
家
に
よ
る
神
楽
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
昭
和

二
〇
年
代
に
は
、
そ
れ
ま
で
神
楽
を
行

っ
て
い
た
東
郷
の
社
家
が
、
西
村
や
東

郷
と
い
っ
た
地
域
に
伝
え
ま
し
た
。
現

在
は
、
そ
う
し
た
地
域
の
保
持
者
会
が

隠
岐
の
島
町
の
神
楽
を
担
っ
て
い
ま

す
。

西村神楽「随神」（周吉神楽の社家が地域に伝えました）

隠岐の神楽の
担い手

vol.39

の

　
10
月
11
日
、
役
場
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
、
大
人
の
教
育
ま
つ
り
を
実
施
し
ま
し

た
。
教
育
ま
つ
り
と
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
雰
囲
気
の
な
か
で
、
島
の
子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
で
す
。

今
回
は
、
「
は
じ
め
の
一
歩
」
と
題
し
、

わ
が
ま
ち
の
魅
力
あ
る
教
育
に
つ
い
て
、

熱
い
思
い
の
あ
る
大
人
た
ち
が
出
会
い
、

「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」
「
誰

か
一
緒
に
で
き
る
人
が
い
な
い
か
な
」

「
私
に
な
に
か
で
き
る
か
な
」
な
ど
を
語

り
合
う
集
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
方
式

で
進
行
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ

ェ
と
は
、
会
議
室
で
日
々
く
り
返
さ
れ

る
会
議
よ
り
も
、
「
カ
フ
ェ
」
の
よ
う

な
空
間
で
自
由
に
会
話
を
し
て
こ
そ
、

生
き
生
き
と
し
た
意
見
の
交
換
や
新
し

い
発
想
の
誕
生
が
期
待
で
き
る
と
い
う

考
え
方
に
基
づ
き
、
４
〜
６
人
の
少
人

数
で
メ
ン
バ
ー
の
組
合
せ
を
変
え
な
が

ら
、
話
し
合
い
を
続
け
る
こ
と
に
よ

り
、
深
い
相
互
理
解
や
新
し
い
知
識
を

生
み
出
す
話
合
い
の
手
法
で
す
。

　
自
己
紹
介
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
巧
み

な
司
会
進
行
で
、
具
体
的
に
ア
イ
デ
ア

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
異
な
る
立

場
、
価
値
観
を
超
え
て
対
話
を
重
ね
る

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
や
学
び

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
こ
ん
な
風
に
、

話
し
が
で
き
る
の
は
と
て
も
新
鮮
だ
っ

た
し
、
楽
し
か
っ
た
」
、
「
自
分
だ
け

や
、
近
い
人
だ
け
で
考
え
て
い
た
の
で

は
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
気
づ
き
が
あ

っ
た
」
と
い
う
感
想
も
あ
り
、
教
育
ま

つ
り
が
隠
岐
の
島
町
の
子
ど
も
た
ち
が

育
つ
土
壌
を
豊
か
に
す
る
可
能
性
を
感

じ
ま
し
た
。

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局　
　

　
　
　

電
話
2-
2
2
0
6
（
代
表
）

大
人
の
教
育
ま
つ
り

　

Ｖ
o
ｌ
．１ 

は
じ
め
の
一
歩

　
10
月
25
日
（
金
）
、
隠
岐
の
島
町
総
合

体
育
館
で
、
島
後
小
中
学
校
音
楽
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
11
の
小
中
学

校
の
児
童
生
徒
た
ち
が
、
練
習
を
重
ね
て

き
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

た
く
さ
ん
の
保
護
者
や
地
域
の
方
々
が

来
場
さ
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
く
児
童

生
徒
の
歌
声
や
合
奏
の
調
べ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
こ
の
音
楽
会
が
半
世
紀
以
上
も
長
く

大
切
に
さ
れ
て
き
て
い
る
理
由
の
一
つ
に

は
、
音
楽
活
動
を
通
し
て
児
童
生
徒
が

成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
合
唱
や

合
奏
は
、
一
人
で
は
け
っ
し
て
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
練
習
を
重
ね
て
い
く
過
程
で

児
童
生
徒
の
一
人
ひ
と
り
の
力
が
集
ま

り
、
心
を
一
つ
に
す
る
こ
と
で
初
め
て
曲

が
完
成
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
音
楽
会
で
も
、
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
役
割
の
中
で
一

生
懸
命
に
歌
っ
て
い
る
姿
、
強
弱
や
タ

イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
よ
う
と
指
揮
者
を

じ
っ
と
見
て
い
る
姿
な
ど
、
ひ
と
つ
の

も
の
を
み
ん
な
で
作
り
上
げ
よ
う
と
す

る
純
粋
な
姿
に
た
く
さ
ん
の
感
動
を
も

ら
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
、
か
け
が
え
の
な
い
ひ
と
と

き
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
音
楽
を
通
し
て
児
童

生
徒
の
豊
か
な
心
を
育
て
て
い
け
る
場

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
66
回
島
後
小
中
学
校
音
楽
会

熱い思いを語り合う参加者の皆さん

都万中学校の合唱

音楽会の最後を飾る、西郷中学校吹奏楽部の演奏による児童生徒全員での
“ふるさと”合唱
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　年末の準備はこれからですが、今号に掲載さ
れるこの記事では、せっかくですので過ぎ去っ
てゆく2019年のことを振り返ろうと思います。
平成から令和への時代の変わり目を初め、重要
な出来事に富んだこの年は、日本と私の母国ポ
ーランドとの関係でも、国交樹立から100年とい
う、特別なものでした。

　どうして国交樹立100周年は大事なことなので
しょうか？簡単に説明すれば、日本とポーラン
ドという国同士が100年前から仲良くしており、
平和な時には文化を通した交流が盛んであり、
大変な時にはお互いに助け合ってきたためで
す。日本によるポーランド独立回復宣言の承認
をはじめ、近年日本でも話題となった杉原千畝
の「命のビザ」や阪神淡路大震災で被害を受け
た若者のためにポーランドでの夏休み合宿の開

催など、相手の事情に関心があるからこそ助け
合った例がたくさんあります。100年前からずっ
と続いている、そのような国同士の友情は祝う
べきことではないのでしょうか？ 
　100周年をきっかけに、今年1月からポーラン
ドと日本で開催した記念事業の数々から、「い
かにもそうだ！」と思っている人たちはなかな
か多いです。11月4日、隠岐の島町でも「ポーラ
ンドフェスティバル」が行われました。

　しかし、今までのことを記念している時だか
らこそ、これからのことについても考えるべき
だと思います。そして、その日本・ポーランド
関係のこれからには、隠岐の島町にも役割があ
ります。クロトシン市との友好都市提携を結ん
だことは日本とポーランドの自治体の間では初
めてのことでしたし、相撲を通して始まった交
流は他の分野にも広がってゆく将来性があるた
めです。

　ですので、皆さま、年末までの残っている時
間に、ポーランドやクロトシン市といったこと
について、今までのことだけではなく、これか
らのことについても考えていただけましたら、
この一人の国際交流員は幸いです。
　今後ともよろしくお願いします。

11月4日に行われたポーランドフェスティバルで、
民族衣装を着て記念写真を撮る参加者

国
際
交
流
員

ラ
チ
ン
ス
カ
・
イ
ザ
ベ
ラ

波蘭新聞
ポーランド

Part 12

国交樹立100周年に思う

情報
ア
ラ
カ
ル
ト

情報
ア
ラ
カ
ル
ト

交
通
事
故
防
止
機
器（
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
等
）が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　
町
の
交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
島
根
県
農
業
協
同
組
合
隠
岐

地
区
本
部
よ
り
、
町
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

14
基
、
ポ
ー
ル
コ
ー
ン
5
本
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど

は
、
町
内
の
交
通
事
故
が
懸
念
さ
れ
る

場
所
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
危
機
管
理
室

 

電
話
２-

２
１
１
１

目録と趣意書を池田町長（写真右）に手渡す、
島根県農業協同組合隠岐地区本部 佐々木本部長

▲地域の方が見守る中、稲をくくる児童

▲現場の方に教わりながら機械を操縦する高校生

▲道中では化粧を施した若者が太鼓を打ち鳴らす

神相撲（こずま） 浦安の舞

秋晴れの下、実りの秋を実感
有木小学校稲刈り体験学習

10月16日

　有木小学校の５、６年生の児童15名が、有木地区の田ん
ぼで稲刈り体験を行いました。
　この田んぼでは、春には泥んこ運動会や田植えを行って
います。地域の方々の管理により、順調に育ち多くの穂を
付けました。
　子どもたちは、鎌を持って田んぼに入り、地域の皆さん
に教わりながら、黄金色に実った稲を丁寧に刈り取りまし
た。

建設業の現場の魅力を肌で感じる
現場見学会
　（一社）島根県隠岐地区建設業協会が主催する工事現場
見学会が、隠岐水産高等学校生徒62名を対象に行われまし
た。
　生徒たちは２班に分かれ、役場新庁舎と西郷港桟橋の工
事現場を見学し、現場担当者の方から工事の概要の説明を
聞きました。その後、飯田岸壁に移動し、建設機械の試乗
体験などを行いました。
　生徒たちは、実際に作業に触れながら、社会基盤整備の
意義について学びました。

10月16日

五穀豊穣、無病息災を祈願
隠岐武良祭風流

10月19日

　隠岐島後三大祭りの一つである、隠岐武良祭風流が、中
村地区で行われました。
　当日は雨天のため、一部内容を変更しての開催となりま
したが、祭礼が始まる頃には雨も上がり、２年に一度の祭
礼を一目見ようと多くの観客が集まりました。
　元屋 八王子神社の太陽の神「日神」と中村 一之森神社の
月の神「月神」のご神体を掲げた２つの神幸行列は、それ
ぞれの神社を出発し、北小学校の祭場で合流。流鏑馬、神
相撲（こずま）、浦安の舞などの神事が奉納されました。
　流鏑馬では、放たれた矢が見事、的を射ぬくと観客から
歓声が上がりました。
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杉
原  

晴

葉
山  

櫂
人

葉
山  

志
帆　

東　

  

怜
治

石
橋  

柊
乃

池
田  

律

池
田  

ひ
よ
り　

松
森  

稀
大

今
津

城
北
町

城
北
町

中
町

岬
町

中
町

都
万

城
北
町

杉
原  

啓
介

葉
山  

友
樹

葉
山  

友
樹

東　

  

健
一

石
橋  

一
輝

池
田  

和
也

池
田  

晃
大

松
森  

太
良

（
氏 

名
）
（
地
区
）
（
保
護
者
）

ご
誕
生は

る
か
い
と

し
ほ

ひ

の

れ
い
じ

り
つま

ひ
ろ

お
く
や
み

上　
  

八
重
子

白
川  
一
成

湊　

  

芳
枝

大
西  

靜
枝

鳥
井  

ア
サ
子

栄
町

下
西

港
町

布
施

東
郷

94
歳

78
歳

90
歳

95
歳

101
歳

（
氏 

名
）

（
地
区
）
（
年
齢
）

※

10
月
31
日
ま
で
の
受
付
分
（
敬
称
略
）

戸
籍
コ
ー
ナ
ー

前回大会（平成24年7月28日新隠岐病院開院祝賀奉納
大会）の様子

完成したリグノフェノールの
研究施設

バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
実
用
化
に

向
け
た
研
究
施
設
が
完
成

　
清
水
建
設
㈱
（
東
京
都
）
、
㈱
藤
井

基
礎
設
計
事
務
所
（
松
江
市
）
、
㈱
神

鋼
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
神
戸
市
）
、

神
鋼
商
事
㈱
（
大
阪
市
）
の
４
社
に
よ

り
、
建
設
を
進
め
て
き
た
リ
グ
ノ
フ
ェ

ノ
ー
ル
の
研
究
施
設
が
卯
敷
地
内
に
完

成
し
、
10
月
29
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
リ
グ
ノ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
、
植
物
由
来

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
）
の
原
料
と
な
る
も
の
で
、
従
来

の
石
油
由
来
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
よ
り
環
境

負
荷
が
少
な
く
、
か
つ
難
燃
性
、
強

度
、
加
工
性
な
ど
が
向
上
し
た
新
素
材

で
す
。

　
リ
グ
ノ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
、
間
伐
材
や

端
材
か
ら
も
抽
出
で
き
る
こ
と
か
ら
、

里
地
里
山
の
再
生
、
森
林
資
源
が
豊
富

な
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
な

ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
林
水
産
課

 

電
話
２-

８
５
６
３

　
隠
岐
古
典
相
撲
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
開
催
日
と
会
場

が
、
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
日
：
令
和
2
年
９
月
19
日
（
土
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
20
日
（
日
）

会　
場
：
隠
岐
の
島
町
役
場
新
庁
舎
西
側
駐

　
　
　
　
車
場
の
特
設
土
俵

　
今
後
も
、
隠
岐
古
典
相
撲
大
会
に
つ
い

て
、
随
時
、
広
報
誌
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。

　
『
隠
岐
の
島
町
新
庁
舎
竣
工
祝
賀
奉
納　
第
15
回
隠
岐
古
典
相
撲

大
会
』
開
催
決
定



広
報
隠
岐
の
島
1
2
月
号
　
（
通
算
第
182号

）■
編
集
／
発
行
  隠
岐
の
島
町
役
場
総
務
課
広
報
広
聴
係

〒
685-8585　

島
根
県
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町
城
北
町
1番
地
　
TEL（

08512）2-2111（
代
表
）FAX（

08512）2-6005　
表
紙
題
字
　
脇
田
泰
造
氏（
下
西
）

隠
岐
の
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ： http://w

w
w
.tow

n.okinosim
a.shim

ane.ｊｐ
/

代
表
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 ： jouhou@

tow
n.okinoshim

a.shim
ane.jp

ジ
 ： http://w

w
w
.tow

n.okinosim
a.shim

ane.ｊｐ
/

uhou@
tow
n
okinoshim

a
shim

ane
jp

15歳未満人口 1,602人 《11.4％》
65歳以上人口 5,658人 《40.2％》

（　）は先月との比較

6,850（-4）人男

7,238（-1）人女

7,103（-6）世帯世帯数

○増  転入 19 出生 7 その他 0
○減  転出 10 死亡 19 その他 2

人口と世帯数

人口 14,088（-5）人

令和元年11月1日現在

編
集
後
記

▼
今
年
の
秋
も
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。
消
防
フ
ェ
ア
、
隠

岐
病
院
の
ま
め
な
か
の
ま
つ
り
、
岬
の

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
や
、
そ
の
他
の
施
設

で
も
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し

が
あ
り
ま
し
た
。
▼
し
か
し
な
が
ら
、

今
年
は
誌
面
の
都
合
な
ど
に
よ
り
、
そ

れ
ら
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
大

変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
れ

も
、
と
て
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
大
変

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。（

Ｔ
・
Ｋ
）

年男・年女の方から｢新年の抱負」を募集
　広報『隠岐の島』令和２年２月号では、年男年女のか
たを紹介します。広報紙面にあなたの新年の決意な
どを掲載してみませんか。対象は、子（ねずみ）年生ま
れで、写真付きの実名で紹介されることに同意できる
方です。
　12月24日（火）までに電話またはｅメールで申し込
んでください。
・応募者が多数の場合は選考のうえ決定します。
・後日担当者が、撮影と取材に伺います。
■お申し込み先
　役場総務課広報広聴係
　　電話２-８５７２
　　メール jouhou@town.okinoshima.shimane.jp

隠岐の島町行事予定  　　月12
1 日 日

4 日 水

3 日 火

6 日 金
5 日 木

7 日 土
8 日 日

11 日 水
12 日 木
13 日 金
14 日 土
15 日 日

17 日 火
18 日 水

19 日 木

20 日 金
21 日 土
22 日 日

24 日 火
25 日 水
26 日 木
27 日 金
28 日 土
29 日 日

2 月日

9 月日

10 火日

16 月日

23 月日

30 月日

31 火日

人権相談　13:00～15:00（役場布施支所）

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）　　

みんなでつくる発表会　13:30～16:00（隠岐島文化会館
大ホール）

隠岐の島町議会12月定例会（12/9～12/17）

食育の日
この町の今と未来を語ろう̶隠岐高校・大阪大学共同企画
―13：30～16：30（隠岐島文化会館）

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

第14回浄土ヶ浦まつり　11：00～14：00（布施町民体育館）
布施の手づくり文化祭　11：00～14：00（布施公民館）
第13回隠岐の島町水泳競技会　9:00～（屋内温水プール）

年金相談 9:00～11:30（役場第三会議室）
人権相談　13:00～16:00（隠岐島文化会館）

年金相談　13:00～16:00（役場第三会議室）
人権相談　10:00～12:00（中里集会所）
　　　　　13:00～15:00（役場五箇支所分庁舎）

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

官公庁仕事納め

ゆずは

山本 柚羽ちゃん（下西）
笑顔が可愛いゆっちゃん！ 
これからも 元気にすくすく
育ってね♥

か

柳谷 まゆ佳ちゃん（原田）
とうか

藤田 桐華ちゃん（栄町）

小さな大食いちゃん
元気に大きくなぁれ☆彡

モリモリ食べて
大きくなぁ～れ♡

ゆ あ

齋賀 悠亜ちゃん（代）

音楽大好き悠亜ちゃん！
いっぱい遊ぼうね☆

かんな

木田 栞凪ちゃん（箕浦）

ぷくぷく音ちゃん♪
目指せ、おしとやか女子！

お兄ちゃんに愛されて
幸せいーっぱい☆★

りんたろう

梅野 倫太朗くん（都万）

車大好きな倫くん☆
誕生日おめでとう♪

せいら

村上 星来ちゃん（加茂）

これからも毎日みんなを
笑わせてね♡

にぃにと仲良しさん♥
これからも仲良くね♥

佐々木 雪翔くん（栄町）
ゆきと

澤田 音ちゃん（有木）
おと

12月2日
（月）締切

「広報隠岐の島」に、お子さんの写真を掲載しませんか？
対象者 ：町内在住で1月生まれ満１～３歳のお子さん
応募方法 ：以下の項目を明記し、お子さんの写真を添えて、電子メール・

郵送・直接持参のいずれかでお申し込みください。
①お子さんの氏名（ふりがな） ②年齢　③性別
④住所　⑤保護者氏名　⑥電話番号
⑦メッセージ（20字以内）

■お申込み・お問い合わせ先
　役場総務課広報広聴係　電話２-８５７２
　jouhou@town.okinoshima.shimane.jp

1月生まれの満１～3歳のお子さん募集しています！

隠岐の島町
ホームページ
QRコード

1
歳

1
歳

1
歳

1
歳

1
歳

1
歳

3
歳

2
歳

3
歳

12月  生まれの　  　おともだち


